
今 月 表 紙の今 月 表 紙の

　今月の表紙は、６月１７～１８日に新潟駅か
ら只見駅間で運行された臨時列車・快速「只見
線山菜満喫号」です。
　この翌日の１９日には、福島県とＪＲ東日本が、
不通区間となっている会津川口駅から只見駅
間を「鉄路」で復旧することで合意しました。
　４年後には、このような臨時列車が会津若松
方面からも只見駅に向かって来ることが期待さ
れます。

（関連記事：Ｐ２～１１）
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▲只見線に手を振る只見保育所児童の皆さん（平成２７年５月号No.540 の表紙写真）

　

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
７
月
の
新

潟
・
福
島
豪
雨
で
不
通
と
な
っ
て
い

る
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
会
津
川
口
駅
と
只

見
駅
間（
27
・
６
㌔
）に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で「
鉄
路
復
旧
」か「
バ
ス
代
替
輸

送
」
で
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、
６
月
19
日
に

福
島
県
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
正
式
に「
鉄

路
」で
復
旧
さ
せ
る
基
本
合
意
書
を
締

結
し
、２
０
２
１
年
度
中
に
運
行
を
再

開
さ
せ
る
目
標
を
発
表
し
ま
し
た
。再

開
通
ま
で
の
工
期
は
３
年
の
見
込
み

で
、来
年
２
０
１
８
年
度
早
期
に
工
事

が
始
ま
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
只
見
線
は
鉄
路
で
の

復
旧
合
意
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
で
は
な

く
、長
く
遠
く
険
し
い
も
の
で
し
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
只
見
線
が「
鉄

路
復
旧
」
で
合
意
す
る
ま
で
の
経
過
や

復
旧
を
願
う
方
々
の
活
動
に
つ
い
て
詳

し
く
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

特集
み
ん
な
の
熱
意
で
切
り
開
い
た
只
見
線
の
未
来

Ｊ
Ｒ
只
見
線「
鉄
路
復
旧
」で
正
式
合
意
！



▲豪雨災害前まで会津若松駅から只見駅まで運行していたイベント列車
「ＳＬ会津只見号」

●１９２６（大正１５）年
　会津線　会津若松駅～会津坂下駅間　開業
●１９２８（昭和３）年
　会津線　会津坂下駅～会津柳津駅間　延伸開業
●１９４１（昭和１６）年
　会津線　会津柳津駅～会津宮下駅間　延伸開業
●１９４２（昭和１７）年
　只見線　新潟県小出駅～大白川駅間　開業
●１９５６（昭和３１）年
　会津線　会津宮下駅～会津川口駅間　延伸開業
●１９５７（昭和３２）年
　川口～田子倉間
　田子倉ダム建設資材輸送専用鉄道　開通
●１９５９（昭和３４）年
　田子倉ダム完成
●１９６２（昭和３７）年
　川口～田子倉間
　田子倉ダム建設資材輸送専用鉄道が国鉄に移管
●１９６３（昭和３８）年
　会津線　会津川口駅～只見駅間　延伸開業
●１９７１（昭和４６）年
　会津若松駅～小出駅間（１３５.２km）
　会津線から分離し只見線として全線開業

「只見線の年表」

10
月
に
全
線
開
通
30
周
年
を
記

念
し
て
会
津
若
松
駅
か
ら
只
見

駅
間
を
運
行
し
た
「
Ｓ
Ｌ
＆
Ｄ

Ｌ
会
津
只
見
号
」
で
す
。
こ
の

運
行
を
機
に
只
見
線
は
、
魅
力

的
な
路
線
と
し
て
一
躍
有
名
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
只
見

駅
構
内
に
あ
る
転
車
台
が
復
活

を
遂
げ
た
こ
と
で
、
Ｄ
Ｌ
車
の

牽
引
が
不
要
と
な
り
、「
Ｓ
Ｌ
会

津
只
見
号
」
と
し
て
毎
年
春
と

秋
に
定
期
的
に
臨
時
列
車
と
し

て
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｌ
」
を
は
じ
め
、「
風
っ
こ
」

な
ど
の
臨
時
列
車
の
運
行
が
始

ま
る
と
、
と
て
も
魅
力
的
な
路

線
と
し
て
人
気
が
出
始
め
、「
紅

葉
の
き
れ
い
な
ロ
ー
カ
ル
線
全

国
１
位
」、「
雪
景
色
の
き
れ
い

な
ロ
ー
カ
ル
線
第
３
位
」
な
ど

に
選
ば
れ
、
観
光
客
の
利
用
者

が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
最
近

で
は
『
旅
と
鉄
道
』
２
０
１
６

年
５
月
号
の
「
好
き
な
Ｊ
Ｒ
ロ
ー

カ
ル
線
ラ
ン
キ
ン
グ
（
東
日
本

編
）」
で
１
位
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、

中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー
微
博
（
ウ
ェ

イ
ボ
ー
）
で
「
世
界
で
最
も
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
な
鉄
道
」
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
、
世
界
か
ら
も

― 

只
見
線
の
役
割 

―

　

Ｊ
Ｒ
只
見
線
は
、
福
島
県
会

津
若
松
市
と
新
潟
県
魚
沼
市
を

全
長
１
３
５
・
２
㌔
で
結
び
、
２

市
６
町
（
８
自
治
体
）
を
繋
ぐ

路
線
で
す
。
こ
れ
ま
で
通
院
や

通
学
な
ど
地
域
住
民
の
足
と
し

て
、
ま
た
観
光
路
線
と
し
て
沿

線
地
域
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
を
走

る
只
見
線
は
、
並
行
し
て
走
る

国
道
２
５
２
号
「
六
十
里
越
雪

わ
り
街
道
」
が
冬
期
間
通
行
止

め
（
只
見
町
と
新
潟
県
魚
沼
市

間
）
と
な
る
た
め
冬
期
間
の
唯

一
の
交
通
手
段
と
し
て
の
役
割

が
あ
り
、
民
営
化
の
際
の
廃
止

対
象
路
線
か
ら
免
れ
た
経
過
が

あ
り
ま
す
。

― 
一
躍
有
名
に
な
っ
た

只
見
線
の
出
来
事 

― 

　

車
社
会
の
到
来
に
よ
る
只
見

線
利
用
者
の
減
少
、
ま
た
鉄
道

に
よ
る
貨
物
輸
送
か
ら
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
へ
の
転
換
も
重
な
り
、

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
と
し
て
厳
し

い
運
行
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
只
見
線
が
魅
力

あ
る
観
光
路
線
と
し
て
転
機
を

迎
え
る
大
き
な
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
平
成
13
年

注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

― 

只
見
線
の
歴
史 

― 

　

只
見
線
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
只
見
線
は
福
島
県
側
を
走

る
「
会
津
線
」
と
、
新
潟
県
側

を
走
る
「
只
見
線
」
の
２
つ
の

路
線
が
結
ば
れ
、
現
在
の
只
見

線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
記
「
只
見
線
の
年
表
」

の
と
お
り
、「
会
津
線
」
は

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
に
会

津
若
松
駅
か
ら
会
津
坂
下
駅
間

で
開
業
し
、
そ
の
後
会
津
柳
津

駅
や
会
津
宮
下
駅
ま
で
延
伸

し
、
１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年

に
会
津
宮
下
駅
か
ら
会
津
川
口

駅
間
が
開
業
し
ま
し
た
。
一
方

で
新
潟
県
側
の
「
只
見
線
」
は

１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
に
小

出
駅
か
ら
大
白
川
駅
ま
で
開
業

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
戦
後
の
急
増
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
応
じ
る
た

め
ダ
ム
建
設
専
用
の
鉄
道
を
敷

く
こ
と
に
な
り
、
川
口
か
ら
只

見
を
経
て
ダ
ム
建
設
現
場
ま
で

は
、
田
子
倉
ダ
ム
建
設
資
材
輸

送
専
用
鉄
道
と
し
て
敷
設
さ
れ
、

１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
か
ら

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
ま
で



▲只見駅で只見線の一番列車を迎え開業を祝う人々

▲当時、全線開通の出発式でテープカットを行う
　田中通産大臣や木村県知事、菅家町長など

▶全線開通を
取り上げた
当時の新聞
記事

▲会津川口駅～只見駅を運行する代行
バス（ラッピングバス）

▲只見線に手を振る只見保育所児童の皆さん（平成２７年５月号No.540 の表紙写真）

【只見線不通区間】

白
川
駅
か
ら
只
見
駅
間
が
開
業

し
、「
会
津
線
」
の
会
津
若
松
駅

か
ら
只
見
駅
間
を
同
線
か
ら
分

離
し
、「
只
見
線
」
に
統
合
。「
只

見
線
」
と
し
て
会
津
若
松
駅
か

ら
小
出
駅
ま
で
全
線
開
業
し
ま

し
た
。

― 

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

豪
雨
災
害
で
不
通
に 

―

　

只
見
線
全
線
開
通
40
周
年
を

迎
え
た
２
０
１
１
（
平
成
23
）

年
７
月
23
日
、「
只
見
線
全
線
開

通
40
周
年
号
」
を
会
津
若
松
か

ら
只
見
間
で
運
行
し
、
多
く
の

方
々
が
祝
い
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
数
日
後
、
只
見
線
の
お
祝

い
ム
ー
ド
を
一
転
す
る
大
き
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
る
災

害
で
す
。
新
潟
・
福
島
豪
雨
は
、

ダ
ム
建
設
資
材
の
輸
送
に
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
田
子
倉
ダ
ム
の

完
成
に
伴
い
、
１
９
６
２
（
昭

和
37
）
年
に
こ
の
資
材
専
用
鉄

道
が
国
鉄
に
移
管
さ
れ
、
翌
年

の
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
に

会
津
川
口
駅
か
ら
只
見
駅
間
で

延
伸
開
業
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
に
大

７
月
27
日
か
ら
30
日
に
か
け
て

の
記
録
的
な
集
中
豪
雨
で
、
新

潟
県
中
越
・
下
越
地
方
や
福
島

県
会
津
地
方
が
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
只
見
町
の
４
日

間
の
累
積
降
雨
量
は
７
１
１
．

５
ミ
リ
で
、
７
月
の
月
降
水
量

平
均
値
（
２
８
２
．
４
ミ
リ
）

の
約
２
倍
を
記
録
し
ま
し
た
。

町
の
被
害
は
全
壊
30
、
大
規
模

半
壊
25
、
半
壊
１
３
５
、
床
上

浸
水
１
２
７
（
非
住
家
含
）
と
、

多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

只
見
線
も
こ
の
災
害
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
当
初
の

被
災
区
間
は
会
津
坂
下
駅
か
ら

小
出
駅
間
の
広
範
囲
に
及
び
ま

し
た
。
特
に
会
津
川
口
駅
か
ら

只
見
駅
間
は
、
３
橋
梁
の
橋
げ

た
流
失
の
ほ
か
、
橋
梁
冠
水
や

流
木
堆
積
、
護
岸
洗
掘
、
土
砂

流
入
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
復
旧
工

事
が
完
了
し
た
区
間
か
ら
順
次

運
転
を
再
開
し
、
２
０
１
２
（
平

成
24
）
年
10
月
に
、
只
見
駅
か

ら
大
白
川
駅
間
の
運
転
が
再
開

さ
れ
ま
し
た
が
、
会
津
川
口
駅

か
ら
只
見
駅
間
は
鉄
路
で
の
復

旧
は
行
わ
れ
ず
、
代
行
バ
ス
に

よ
る
運
行
の
ま
ま
現
在
に
至
っ



▲第８只見川橋梁（只見町）【冠水や流木の堆積】 ▲第７只見川橋梁（金山町）【橋げた流失】

▲第５只見川橋梁（金山町）【橋げた流失】
　（写真提供／会津ヨシ！）

▲第６只見川橋梁（金山町）【橋げた流失】
　（写真提供／会津ヨシ！）

て
い
ま
す
。

― 

全
線
復
旧
に
向
け
た

町
内
の
取
り
組
み 

―

　

只
見
線
は
、
地
域
住
民
の
生

活
路
線
や
観
光
路
線
と
し
て
欠

か
せ
な
い
交
通
機
関
で
あ
り
、

町
内
で
は
、
全
線
復
旧
に
向
け

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

①
鉄
道
軌
道
整
備
法
の

　

早
期
改
正
の
要
望

　

現
在
の
法
律
で
は
、
鉄
道
会

社
が
赤
字
で
あ
る
場
合
に
限
り

災
害
に
よ
る
復
旧
費
用
の
４
分

の
１
を
国
が
補
助
し
ま
す
。
し

か
し
、
只
見
線
を
運
行
す
る
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
黒
字
会
社
の
た
め
、

こ
の
法
律
が
該
当
し
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
こ
の
法
律
を
路
線
単

体
で
赤
字
で
あ
る
場
合
に
３
分

の
１
の
補
助
が
出
来
る
よ
う
に

法
改
正
す
る
た
め
「
赤
字
ロ
ー

カ
ル
線
の
災
害
復
旧
等
を
支
援

す
る
議
員
連
盟
」
の
方
々
な
ど

に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
つ
な
が
れ
つ
な
が
れ

只
見
線
応
援
事
業

　

町
で
は
、
町
民
の
只
見
線
の

利
用
機
会
の
向
上
と
、
愛
着
を

図
る
た
め
に
、
只
見
線
を
利
用

す
る
町
内
の
団
体
な
ど
に
最
高

10
万
円
を
補
助
す
る
「
つ
な
が

れ
つ
な
が
れ
只
見
線
応
援
事
業
」

を
行
い
、
利
用
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
49

団
体
約
１
，
７
４
７
名
の
方
が

只
見
線
を
利
用
し
ま
し
た
。

③
只
見
線
愛
好
会
と

支
援
す
る
会

　

町
内
の
有
志
に
よ
り
発
足
し

た
「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
愛
好
会
」
は
、

「
つ
な
が
れ
つ
な
が
れ
只
見
線
応

援
事
業
」
を
活
用
し
て
旅
行
を

企
画
し
、
只
見
線
を
利
用
し
た

旅
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
只
見
町
商
工
会
に
事

務
局
を
置
き
、
愛
好
会
メ
ン
バ
ー

や
地
域
住
民
で
組
織
す
る
「
Ｊ

Ｒ
只
見
線
の
復
旧
及
び
復
興
を

支
援
す
る
会
」
は
、
昨
年
の
４

月
に
「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
復
旧
復
興

町
民
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

只
見
町
民
を
は
じ
め
金
山
町

や
新
潟
県
魚
沼
市
な
ど
沿
線
住

民
約
４
０
０
名
が
集
ま
り
、「
日

本
の
宝
で
あ
る
只
見
線
の
一
日

も
早
い
全
線
復
旧
を
目
指
し
、

全
国
に
広
く
支
援
を
呼
び
か
け

る
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
決

議
文
が
採
択
さ
れ
、
積
極
的
な

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。



▲昨年４月に季の郷湯ら里で行われた「ＪＲ只見線復旧復興町民の集い」
で決議文を読み上げる町民の方々

▲大白川～只見間と会津川口～只見間で行われ
たサイクルトレイン

◀この只見線縁
結びグッズの
デザインに一
筆書きで描か
れた箇所があ
り、その中には
メッセージが
隠されていま
す。触れる機
会がある方は
是非探してみ
てください

▲【ラッピング事業】会津若松～会津川口間運行
の「ユネスコエコパーク列車」（上）と小出～只見
間運行の「縁結び列車」（下）

（今年 7月で運行終了）

▲只見線に手を振る只見保育所児童の皆さん（平成２７年５月号No.540 の表紙写真）

④
Ｊ
Ｒ
只
見
線

利
用
促
進
実
行
委
員
会

　

町
や
町
内
団
体
な
ど
で
組
織

す
る
「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
利
用
促
進

実
行
委
員
会
」
は
、
只
見
線
の

Ｐ
Ｒ
や
利
用
促
進
の
た
め
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

只
見
線
車
両
フ
ル
ラ
ッ
ピ
ン

グ
事
業
で
は
、
只
見
線
を
走
る

車
両
や
代
行
バ
ス
に
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
実
施
し
、
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
平
成
26
年
に
は
、

会
津
若
松
駅
か
ら
会
津
川
口
駅

間
を
走
る
車
両
と
会
津
川
口
駅

か
ら
只
見
駅
間
を
走
る
代
行
バ

ス
に
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ブ

ナ
り
ん
」
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
号
」

を
企
画
し
ま
し
た
。
平
成
27
年

か
ら
は
、
小
出
駅
か
ら
只
見
駅

間
を
走
る
車
両
に
、
只
見
町
と

魚
沼
市
と
の
つ
な
が
り
（
縁
）

を
表
し
、
町
の
自
然
や
食
、「
三

石
神
社
」
の
縁
結
び
な
ど
を
一

筆
書
き
で
描
い
た
「
縁
結
び
列

車
」
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
只
見
線
の
新
た
な
利

活
用
を
模
索
す
る
試
み
と
し
て

平
成
27
年
に
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ

ン
事
業
を
実
施
し
、
会
津
若
松

駅
か
ら
会
津
川
口
駅
間
を
自
転

車
の
積
込
み
が
可
能
な
臨
時
列

車
を
利
用
し
、
会
津
川
口
駅
か

ら
只
見
駅
、
大
白
川
駅
か
ら
只

見
駅
間
を
自
転
車
で
走
破
す
る

事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

只
見
線
啓
発
事
業
で
は
、
シ
ー

ル
や
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
グ
ッ

ズ
を
製
作
し
、
コ
ー
ス
タ
ー
は

町
内
の
旅
館
な
ど
に
配
り
、
コ
ッ

プ
受
け
と
し
て
活
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
鉄
道
フ
ァ
ン
で
知

ら
れ
る
俳
優
「
六
角
精
児
」
さ

ん
と
共
同
で
実
施
す
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
は
、
只
見
線
の
復
興
に

向
け
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

第
１
弾
は
、
２
０
１
４
（
平

成
26
）
年
７
月
に
、
東
京
の
大

手
町
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
で
、
同
じ

鉄
道
フ
ァ
ン
で
あ
る
お
笑
い
芸

人
「
ダ
ー
リ
ン
ハ
ニ
ー
吉
川
」

さ
ん
と
共
に
「
只
見
線
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
２
弾
と
し
て

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
６
月

に
は
、
六
角
精
児
バ
ン
ド
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
「
只
見
線
縁
結
び

ラ
イ
ブ
」
を
只
見
駅
前
広
場
で

開
催
し
、
只
見
線
応
援
ソ
ン
グ

の
新
曲
「
只
見
線
の
う
た
」
を



▲六角精児さんや菅家町長、鈴木副知事など沿線地域から多く
の方々が参加した「只見線熱血対談会」

▲【第２弾】只見駅前「只見
線縁結びライブ」

▲【第１弾】東京大手町「トークイ
ベント」

▲【第３弾】（７月１５日）六角精児バンドの皆さんと宏菜さんの熱い演奏が披露された「『只見線のうた』発売記念ライブ」

初
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
こ
の
曲
が
Ｃ
Ｄ
発
売

と
な
り
、
今
年
７
月
14
日
に
は

第
３
弾
と
し
て
、
六
角
精
児
さ

ん
と
の
「
只
見
線
熱
血
対
談
会
」、

翌
日
の
15
日
は
「『
只
見
線
の
う

た
』
発
売
記
念
ラ
イ
ブ
in
只
見
」

を
季
の
郷
湯
ら
里
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

14
日
の
六
角
精
児
さ
ん
と

の
「
只
見
線
熱
血
対
談
会
」
で

は
、
菅
家
町
長
や
鈴
木
福
島
県

副
知
事
を
は
じ
め
町
内
外
の
只

見
線
を
応
援
す
る
関
係
者
16
名

が
出
席
し
、
只
見
線
へ
の
思
い

や
10
年
後
の
只
見
線
に
つ
い
て

な
ど
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
六
角
精
児
さ
ん
は
「
今

回
の
只
見
線
の
復
旧
は
、
全
国

で
新
し
い
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

る
。
利
用
者
を
増
や
す
た
め
に

は
、
失
敗
し
て
も
ぶ
れ
ず
に
何

度
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

重
要
。」
と
話
さ
れ
、
出
席
者
と

共
に
只
見
線
の
魅
力
や
ア
イ
デ

ア
な
ど
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、「『
只
見
線
の
う
た
』

発
売
記
念
ラ
イ
ブ
in
只
見
」
で

は
、
町
内
外
か
ら
約
２
０
０
名

が
来
場
し
、
東
京
の
下
北
沢
を

中
心
に
ラ
イ
ブ
活
動
を
す
る
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
「
宏ひ
ろ

菜な

」
さ
ん
と
、
六
角
精
児
バ
ン

ド
の
皆
さ
ん
に
よ
る
熱
い
ラ
イ

ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
宏
菜
さ

ん
は
、
心
に
響
く
透
き
通
っ
た

歌
声
に
乗
せ
て
、
初
披
露
の
只

見
線
応
援
ソ
ン
グ
「
只
見
線
に

乗
ろ
う
よ
」
な
ど
３
曲
を
歌
い

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
六
角
精
児

バ
ン
ド
は
「
只
見
線
の
う
た
」

の
他
に
多
数
の
曲
を
披
露
し
、

来
場
者
か
ら
は
ア
ン
コ
ー
ル
の

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
ラ
ス

ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
六
角
精
児

バ
ン
ド
と
宏
菜
さ
ん
と
来
場
者

が
「
只
見
線
の
う
た
」
を
一
緒

に
歌
い
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線

利
用
促
進
実
行
委
員
会
で
は
、

只
見
線
利
用
の
促
進
に
向
け
、

多
く
の
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
多
く
の
方
々
に
只
見
線

の
魅
力
を
伝
え
、
そ
し
て
只
見

線
フ
ァ
ン
を
増
や
す
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

⑤
只
見
線
を
応
援
す
る
方
々

　

只
見
線
へ
の
応
援
は
、
町
内

を
は
じ
め
沿
線
町
村
な
ど
で
も



上／６年間列車がこなくなった会津蒲生駅
下／廃線跡のように草に覆われた線路

▲利用者の減少により2013年3月のダイヤ改正
で廃止となった田子倉駅

▲見えなくなるまで手を振り続けている

▲田子倉湖を走る只見線

▶右から六角精児
バンドの「只見線
のうた」ＣＤ、松本
忠さんが描いたラ
ベルが貼られたね
っか焼酎と花泉ワ
ンカップ、只見線
縁結びやキハちゃ
んシール、只見線
コースター

Ｒ
只
見
線
復
興
推
進
会
議
」
を

発
足
し
、
そ
の
中
で
「
只
見
線

復
旧
復
興
基
金
」
を
創
設
し
、

新
潟
県
や
魚
沼
市
な
ど
か
ら
も

支
援
を
得
な
が
ら
、
２
０
１
６

（
平
成
28
）
年
度
ま
で
で
約
21
億

円
の
積
み
立
て
が
完
了
し
て
い

ま
す
。

②
手
を
振
ろ
う
条
例
の
制
定

　

２
０
１
５（
平
成
27
）年
３
月
、

只
見
線
沿
線
の
６
市
町
村
（
柳

津
町
、
三
島
町
、
昭
和
村
、
金

山
町
、
只
見
町
、
魚
沼
市
）
で

「
只
見
線
に
手
を
振
ろ
う
条
例
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

住
民
が
只
見
線
の
乗
客
へ
の
お

も
て
な
し
の
気
持
ち
を
示
し
、

只
見
線
へ
の
愛
着
を
強
め
、
只

応
援
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
只
見
線
応
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
の
開
催

や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
労
働
組
合
の

方
々
と
の
交
流
、
鉄
道
風
景
画

家
「
松
本
忠
」
さ
ん
と
の
共
同

商
品
の
発
売
で
連
携
事
業
を
行

い
、
応
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

― 

復
旧
に
向
け
た
県
と
沿
線

市
町
村
の
連
携
と
経
過 

―

　

県
と
沿
線
自
治
体
は
只
見
線

の
全
線
復
旧
に
向
け
、
連
携
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
Ｊ
Ｒ
只
見
線
復
旧
復
興
基
金

　

２
０
１
３（
平
成
25
）年
11
月
、

福
島
県
と
会
津
地
方
17
市
町
村

な
ど
が
全
線
復
旧
を
目
指
し
「
Ｊ

様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
内
で
は
、
只
見
町
商
工

会
や
青
年
部
、
只
見
町
観
光
ま

ち
づ
く
り
協
会
、
サ
ト
ノ
ワ
カ

ン
パ
ニ
ー
、
合
同
会
社
ね
っ
か

な
ど
多
く
の
団
体
や
個
人
の

方
々
が
、
利
活
用
を
考
え
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
や
只
見
線

関
連
商
品
の
開
発
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
情
報
発
信
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
沿
線
町
村
で
は
奥
会

津
振
興
セ
ン
タ
ー
、
金
山
町
の

観
光
物
産
協
会
や
只
見
線
つ
な

ぎ
隊
、
魚
沼
市
の
だ
ん
だ
ん
ど

〜
も
只
見
線
沿
線
元
気
会
議
や

只
見
線
な
ん
と
か
会
の
方
々
が

只
見
線
全
線
復
旧
に
向
け
日
々

見
線
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
町

内
で
も
只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く

り
協
会
を
中
心
に
只
見
線
沿
線

で
毎
日
見
送
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。

③
只
見
線
復
興
推
進
会
議

検
討
会
の
発
足

　

只
見
線
沿
線
市
町
村
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
へ
「
鉄
路
復
旧
」
を

要
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
は
不
通
区
間
に
つ
い
て

利
用
客
減
少
な
ど
の
費
用
対
効

果
か
ら
「
バ
ス
転
換
」
の
方
針

を
示
し
、
協
議
は
平
行
線
を
た

ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
（
平
成
28
）
年

３
月
よ
り
、
県
主
催
の
「
Ｊ
Ｒ



▲手を振ろう条例を毎日実践する皆さん

厳
し
い
条
件
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、「
バ
ス
転
換
」
を
示
し
て
い

た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
、
初
め
て

「
鉄
路
復
旧
」
で
の
条
件
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
県
と
沿
線
市
町

村
は
、
こ
の
条
件
を
前
向
き
に

捉
え
、「
上
下
分
離
方
式
」
で
の

復
旧
方
針
を
固
め
ま
し
た
。

⑤
只
見
線
復
旧
で
合
意

　

本
年
６
月
19
日
、
県
と
Ｊ
Ｒ

東
日
本
は
、
不
通
区
間
の
会
津

川
口
〜
只
見
駅
間
を
鉄
路
で
復

旧
し
「
上
下
分
離
方
式
」
で
運

営
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
中
の
全
線
再
開

通
を
目
指
し
、
来
年
度
早
期
に

工
事
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

⑥
只
見
線
の
復
旧
費
負
担

　

災
害
に
よ
る
不
通
区
間
の
会

津
川
口
〜
只
見
駅
間
の
復
旧
費

に
つ
い
て
は
、
約
81
億
円
と
試

算
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
下
分
離

方
式
が
決
定
し
、
３
分
の
１
に

あ
た
る
27
億
円
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本

が
負
担
分
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
ま
す
。
残
り
の
54
億
円
の

う
ち
、
鉄
道
軌
道
整
備
法
の
改

正
が
整
え
ば
、
国
か
ら
３
分
の

１
に
あ
た
る
27
億
円
が
補
助
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
そ
の

改
正
を
待
ち
望
ん
で
い
る
と
こ

只
見
線
復
興
推
進
会
議
検
討
会
」

が
開
か
れ
、
県
と
沿
線
７
市
町

（
会
津
若
松
市
、
会
津
美
里
町
、

会
津
坂
下
町
、
柳
津
町
、
三
島

町
、
金
山
町
、
只
見
町
）
が
参

加
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
国
土
交

通
省
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

加
わ
り
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
の
検

討
会
の
中
で
、
只
見
線
全
線
復

旧
へ
向
け
た
大
き
な
方
向
性
が

２
つ
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
、

復
旧
に
係
る
費
用
が
約
81
億
円

に
な
る
こ
と
、
も
う
一
つ
が
「
上

下
分
離
方
式
」
で
の
提
案
が
示

さ
れ
た
こ
と
で
す
。

④
上
下
分
離
方
式
と
は

　

こ
の
「
上
下
分
離
方
式
」
と

は
、
県
が
下
部
に
あ
た
る
鉄
道

施
設
や
土
地
な
ど
を
保
有
し
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
上
部
に
あ
た
る

列
車
を
運
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

役
割
を
担
う
方
式
の
こ
と
で
す
。

路
線
や
駅
な
ど
の
鉄
道
施
設
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
被
災
区
間
を
復

旧
し
た
後
、
県
へ
無
償
譲
渡
し
、

県
は
鉄
道
施
設
の
維
持
管
理
を

Ｊ
Ｒ
に
委
託
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
提
案
は
、
県
と
沿
線
市

町
村
に
と
っ
て
は
負
担
を
伴
う

ろ
で
す
。
残
り
の
負
担
分
に
つ

い
て
は
、
県
と
会
津
17
市
町
村

に
よ
る
積
立
金
「
只
見
線
復
旧

復
興
基
金
」
の
21
億
円
や
、
寄

付
金
な
ど
を
活
用
し
て
財
源
の

確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

⑦
上
下
分
離
方
式
に
よ
る

沿
線
市
町
村
の
運
営
費
負
担

　
「
上
下
分
離
方
式
」
で
の
運
営

は
、
地
元
の
費
用
負
担
が
か
か

り
ま
す
。
維
持
管
理
に
要
す
る

運
営
費
は
年
間
約
２
億
１
千
万

円
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
県
と

会
津
17
市
町
村
は
今
年
３
月
に
、

県
が
７
割
、
市
町
村
が
３
割
を

負
担
す
る
確
認
書
を
締
結
し 

ま

し
た
。

　

只
見
町
の
負
担
額
は
年
間
約

１
千
９
百
万
円
で
、
今
年
３
月

に
基
金
の
積
み
立
て
を
開
始
し
、

将
来
に
向
け
た
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
。

― 

只
見
線
の
課
題 

―

　

不
通
区
間
会
津
川
口
駅
〜

只
見
駅
間
は
、
被
災
前
の

２
０
１
０
年
度
で
見
る
と
、
１

日
の
利
用
者
は
平
均
49
名

で
、
列
車
運
行
に
か
か
る
経

費
２
億
８
千
万
に
対
し
、
年

間
運
賃
収
入
が
５
０
０
万
円



　只見線の復旧を知ったとき、地域の方 と々一緒に喜びました。そして復
旧報道の中でＪＲも只見線利活用のために協力する旨の記事を拝見し、
２重の喜びを感じました。県、地元、ＪＲの３者が一体となり利活用を進め
ることは、災害前の只見線にもない大きな武器となります。これからは団
塊世代が車から列車（電車）に切り換わる時代。そこで誘客を図るために
旅行会社向けのエクスカーション（体験型の現地見学会）を実施するな
ど新たな取り組みを進め、県外からの誘客を図りたい。あわせて町内の既
存資源を活用した新たな観光を考えていかなければなりません。例えば、
只見線沿いの景観づくりや撮影スポットの整備、インバウンド（外国人が
日本へ訪れてくる旅行）対策を行い、町全体の体制を整えていきたいで
す。将来的には、鉄道整備軌道法が改正され、全国のローカル線が地元
負担の少ない形で維持できるような環境になってほしいと考えます。

　今回の復旧は、厳しい財政状況の中、県も沿線市町村もＪＲも大変大
きな英断をしたと感じ、身の引き締まる思いです。只見線はローカル鉄道
の生命線として、上下分離方式での運営を成功させなくてはいけない。そ
のために、ＪＲ只見線愛好会としての「乗る運動」の継続はもちろんのこ
と、沿線市町村と連携した組織化を図り、「乗る運動」の広大な連携プレ
ーを行っていきたいです。また、様々な企画が実施できるよう体制整備を
行って欲しいと思います。将来的には、只見線の上下分離方式が成功し、
ローカル線を活用したむらづくりの成功事例として多くの視察を受入れ、
そして上下分離方式が解消され今まで通りＪＲが運行を続け、豊かな只
見町になることを期待しています。

　今回の復旧を受け、うれしい半面プレッシャーも感じています。再開通
するまでの４年間で、只見線に乗ってもらう仕組み作りと、乗らない方々
でも只見線の応援に関われるような「只見線グッズの開発」などを行いな
がら準備を進めていきたいです。また、只見線は走っていない時間が長い
ので、その時間の活用を考えていきたいです。将来的には、只見線が走る
地域に人が住み、幸せに暮らしていけるよう、乗る人も乗らない人にとっ
ても、只見線が風景の一部、日常の一部になっているような地域づくりを
目指したいです。個人的には商品開発や事業の企画、イベント列車を走
らせたりするような、ＪＲと福島県の間をつなぐ役割を持った地域の会社
があるといいなと考えています。

只見町長　菅家　三雄

ＪＲ只見線愛好会
会長　目黒　彰一さん

只見町観光まちづくり協会
事務局長　酒井　治子さん

只見線の復旧を知 たとき 地域の方 と々 緒に喜びました そして復

Voice～全線再開通後の只見線に
ついて～

（
２
０
０
９
年
度
）
と
い
う
赤

字
区
間
で
し
た
。
復
旧
後
、
上

下
分
離
方
式
で
の
運
営
に
よ
る

多
額
の
費
用
を
負
担
す
る
県
や

沿
線
自
治
体
に
と
っ
て
、
利
用

客
を
増
や
し
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
地
域
の
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

― 

今
後
の
取
り
組
み 

―

　

２
０
２
１
年
度
よ
り
鉄
道
に

よ
る
運
行
が
再
開
す
る
只
見
線

の
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

現
在
様
々
な
検
討
が
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
の
加
速

や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
著

し
い
現
代
で
は
、
只
見
線
の
生

活
路
線
と
し
て
の
活
用
だ
け
で

は
運
営
が
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
沿
線
地
域
で
は
、

只
見
線
を
ひ
と
つ
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
捉
え
、
ど
の
よ
う

に
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、
観

光
路
線
と
し
て
の
魅
力
を
高
め

て
い
く
か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

県
と
沿
線
町
村
は
、「
只
見
線
利

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
発
足
し
、
利
活
用
に
向
け
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
み
、

よ
り
効
果
的
な
対
策
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
で
は
平



復旧に向け、これからが本当のスタート
チャレンジを続けることが重要（六角精児）

特集「みんなの熱意で切り開いた只見線の未来」　－ＥＮＤ－

成
28
年
度
よ
り
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
に
よ
る
只
見
線
の
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
財
源
確
保
も
既

に
始
め
て
い
ま
す
。

― 

最
後
に 

―

　

今
回
、
只
見
線
の
復
旧
が
決

ま
り
、
こ
れ
ま
で
活
動
さ
れ
て

き
た
方
々
の
努
力
が
報
わ
れ
た

形
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い

大
き
な
課
題
が
目
の
前
に
あ
り

ま
す
。
只
見
線
利
用
者
を
増
や

し
、
ど
の
よ
う
に
地
域
経
済
に

結
び
付
け
て
い
く
か
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
只
見
線
の
廃

線
は
地
域
の
衰
退
に
つ
な
が
る

と
い
う
危
機
感
か
ら
、
県
や
沿

線
地
域
が
連
携
し
て
、
地
域
の

衰
退
を
守
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
只
見
線
を
活
用

し
て
全
国
や
世
界
各
国
か
ら
多

く
の
只
見
線
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て

く
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
六
角

精
児
さ
ん
が
伝
え
た
「
失
敗
し

て
も
ぶ
れ
ず
に
何
度
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。



▲中世以来の人々の生活を新しい視点と方法で掘り起こしたシンポジウム

　

６
月
25
日
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
千
葉
県
佐
倉
市
）
の
主
催
と
只
見
町
教
育
委
員
会
の
共
催
で
、
只
見
町
を
は
じ
め
と
す
る
奥
会
津
の

中
世
を
探
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
季
の
郷
湯
ら
里
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
１
０
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。
只
見
町
を
舞
台
に
し
た
最
新
の

調
査
・
研
究
に
も
と
づ
き
、
町
の
歴
史
と
文
化
の
厚
み
が
新
し
い
視
点
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
奥
会
津
の
戦
国
文
化
を
さ
ぐ
る
」開
催

歴
史
研
究
の
成
果
を
紹
介

― 

は
じ
め
に 

―

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
地
域
文
化
の
保
存
・

継
承
・
発
信
を
東
北
お
よ
び
四
国
地
方
を
中
心

に
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
の
共
同
研
究「
地
域
に
お
け
る
歴
史
文
化
研

究
拠
点
の
構
築
」の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
博
物
館
で
は
町
教
育
委
員
会
と
共
同

で
、
只
見
町
を
は
じ
め
と
す
る
奥
会
津
の
歴
史

文
化
を
、
様
々
な
角
度
か
ら
調
査
・
研
究
し
、

そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
保
存
・
発
信
し
て
、
地

域
の
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か

を
考
え
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
そ
う
し
た
成
果
を
持
ち
寄
り
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
と
研
究
者
と
が
一
緒
に
地
域
の
歴
史
文

化
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
齋
藤
教
育
長
の
挨
拶
の
後
、
共

同
研
究
の
代
表
で
あ
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
の
小
池
淳
一
教
授
か
ら
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
３
名

の
方
が
研
究
成
果
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

― 

①
渡
部
賢
史
さ
ん
の
報
告 

―

　

最
初
の
報
告
は
只
見
町
教
育
委
員
会
の
渡
部

賢
史
さ
ん
に
よ
る「
城
館
跡
か
ら
中
世
を
考
え

る
〜
考
古
資
料
か
ら
」と
題
し
た
も
の
で
、
最

初
に
町
内
に
お
け
る
文
化
財
調
査
の
概
要
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
中
世
の
城
館
跡
が
ど
れ
く

ら
い
把
握
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
認
が
行

わ
れ
、
さ
ら
に
黒
谷
地
区
の
黒
谷
館
跡
の
発
掘

調
査
の
成
果
物
、
出
土
品
が
紹
介
さ
れ
、
珍
し

い
青
磁
や
う
る
し
塗
り
の
椀
、
サ
イ
コ
ロ
な
ど

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
後
の
時
代
の
記
録
史
料
か
ら
は
漠
然
と

し
か
分
か
ら
な
か
っ
た
中
世
の
只
見
の
生
活
と

そ
れ
を
支
え
る
人
や
物
の
行
き
来
の
様
子
を
具

体
的
に
知
る
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
が
述
べ
ら

れ
、
土
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た
歴
史
の
解
明
が

始
ま
っ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

― 

②
三
上
喜
孝
さ
ん
の
報
告 

―

　

２
番
目
の
報
告
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

の
三
上
喜
孝
さ
ん
の「
仏
堂
の
落
書
き
に
み
る

中
世
び
と
の
交
流
・
信
仰
」と
い
う
も
の
で
し

た
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
山

形
県
や
新
潟
県
に
お
け
る
中
世
に
遡

さ
か
の
ぼ

る
仏
堂

の
落
書
き（
墨
書
）の
様
子
が
紹
介
さ
れ
、
こ



▲中世に遡る多くの落書きが残る梁取地区
の成法寺観音堂

▲黒谷館跡の発掘現場（右）と黒谷館跡から発見されたうるし塗りの椀（左上）
とサイコロ（左下）

▲只見町で発見された
「神皇正統記」の写本

れ
ら
に
は
地
域
を
越
え
て
共
通
性
が
見
い
だ
せ

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
次
い
で
梁
取
地

区
の
成
法
寺
の
観
音
堂
に
も
そ
れ
と
同
じ
種
類

の
落
書
き
が
大
量
に
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
、
こ
れ
ら
に
は
会
津
を
は
じ
め
と
す
る
日

本
列
島
各
地
の
地
名
が
見
い
だ
せ
る
ほ
か
、
絵

も
描
か
れ
、
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
き
た
落

書
き
に
数
多
く
の
新
し
い
情
報
を
追
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
新
発
見
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
中
世
の
只
見
地
方
に
多
く
の
人
々
が

観
音
信
仰
を
き
っ
か
け
に
往
来
し
、
神
仏
に
対

す
る
様
々
な
祈
願
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
古
文
書
や
記
録
に
わ
ず

か
し
か
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
中
世
の
人
々
の

姿
が
落
書
き
と
い
う
意
外
な
視
点
か
ら
解
明
で

き
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

― 

③
久
野
俊
彦
さ
ん
の
報
告 

―

　

３
番
目
の
報
告
は
、
東
洋
大
学
の
久
野
俊

彦
さ
ん
の「
中
世
書
物
か
ら
さ
ぐ
る
知
と
文
化

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
い
う
も
の
で
、
ま
ず
国

の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
只
見
の
民
具

の
調
査
の
過
程
で
、
本（
書
物
）に
も
注
意
が

払
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
優
れ
た
着
眼
で
あ
っ

た
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ホ
ウ
イ

ン（
法
印
）の
家
や
旧
家
、
寺
院
な
ど
に
伝
わ
っ

て
き
た
本
の
最
後
の
部
分（
奥
書
）に
注
目
す

る
と
、
中
世
に
真
言
宗
の
高
度
な
学
問
と
そ

れ
に
関
す
る
知
識
が
只
見
地
方
に
伝
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
こ
と
、
さ
ら
に
珍
し

い『
神
皇
正
統
記
』の
写
本
が
中
世
か
ら
近
代

に
か
け
て
長
く
保
存
さ
れ
、
只
見
で
活
用
さ

れ
な
が
ら
伝
わ
っ
て
き
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
生
活
の

中
で
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
道
具
と
し
て
本

を
捉
え
、
そ
の
内
容
や
体
裁
、
伝
わ
っ
て
き

た
理
由
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
中
世
に

遡
る
文
化
の
伝
統
が
只
見
町
に
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

― 

高
橋
充
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト 

―

　

最
後
に
、
福
島
県
を
は
じ
め
南
奥
羽
の
中
世

史
の
専
門
家
で
あ
る
福
島
県
立
博
物
館
の
高
橋

充
さ
ん
が
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
３

名
の
報
告
は
、
中
世
と
い
う
こ
れ
ま
で
史
料
が

ご
く
わ
ず
か
し
か
な
か
っ
た
時
代
に
お
け
る
新

し
い
資
料
の
発
掘
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ

と
、
そ
の
内
容
は
政
治
史
よ
り
も
文
化
史
や
生

活
史
に
か
か
わ
る
成
果
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
、有
名
人
や
為
政
者
で
は
な
く
、一
般
の
人
々

と
の
生
活
や
歴
史
が
分
か
る
と
い
う
こ
と
を
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
奥
会
津
、
只
見
町
に
も
多
く

の
人
々
が
行
き
交
い
、
様
々
な
文
化
が
運
ば
れ

て
い
た
こ
と
を
知
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
た
こ

と
は
町
の
文
化
と
そ
の
流
れ
を
新
し
い
角
度
か

ら
評
価
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

― 

最
後
に 

―

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
只
見
町
だ
け

で
は
な
く
、
類
似
の
方
法
で
全
国
各
地
の
歴

史
文
化
を
掘
り
起
こ
し
て
そ
の
価
値
や
意
義

を
地
域
の
財
産
と
し
て
活
用
し
、
後
世
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
先
進
的
な
学
術

研
究
が
町
内
を
舞
台
に
展
開
し
て
い
る
こ
と

を
、
只
見
町
の
誇
り
と
し
て
意
識
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。



大
雨
で
只
見
町
民
４
３
３
３
名
に
避
難
指
示

１
時
間
の
雨
量
が
観
測
史
上
最
大
の
88
・
５
ミ
リ

▲大量の土砂と倒木が民家を襲った土砂災害（布沢地区）

　

７
月
18
日
、
１
時
間
の
雨
量
が

観
測
史
上
最
大
と
な
る
88
・
５
ミ

リ
を
記
録
し
た
豪
雨
が
只
見
町
を

襲
い
、
町
内
各
地
で
冠
水
や
土
砂

災
害
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
６
年
前
の
新
潟
・
福
島
豪
雨

を
思
い
出
す
よ
う
な
激
し
い
大
雨

と
な
り
、
人
々
を
震
撼
さ
せ
ま
し

た
。

― 

全
町
に
避
難
指
示
―　

　

同
日
午
前
２
時
30
分
頃
か
ら
降

り
出
し
た
雨
は
、
急
激
に
雨
あ
し

を
強
め
、
午
前
２
時
50
分
に
大
雨

警
報
、
同
58
分
に
土
砂
災
害
警
戒

情
報
、
午
前
３
時
40
分
に
洪
水

警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
観
測
史
上
最
大
と
な
る

１
時
間
あ
た
り
の
雨
量
88
・
５
ミ

リ
の
雨
量
を
記
録
し
、
河
川
の
氾

濫
や
土
砂
災
害
の
発
生
が
予
想
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
午
前
４
時
40
分

に
災
害
対
策
本
部
と
水
防
本
部
を

設
置
、
午
前
４
時
50
分
に
町
内
全

域
１
８
６
６
世
帯
４
３
３
３
名
に

避
難
指
示
を
発
令
し
ま
し
た
。
避

難
指
示
を
受
け
、
町
民
の
方
々
は

各
振
興
セ
ン
タ
ー
や
各
地
区
の
集

会
施
設
な
ど
に
避
難
し
、
総
数

１
３
７
名
の
方
が
避
難
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
町
内
の
４
小
中
学
校
も

休
校
と
な
り
、
只
見
高
校
も
課
外

授
業
や
部
活
動
な
ど
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

― 

迅
速
な
対
応 

―

　

水
防
本
部
の
設
置
に
よ
り
、
町

内
で
は
消
防
団
員
に
よ
る
迅
速
な

水
防
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
雨

あ
し
の
強
い
中
、
避
難
誘
導
や
土

砂
の
撤
去
、
浸
水
し
そ
う
な
民
家

に
は
土
の
う
を
積
み
、
ポ
ン
プ
で

水
を
排
出
す
る
な
ど
の
対
応
を
行

い
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
ま

し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
関
係
機
関
の
連

携
に
よ
る
要
援
護
者
へ
の
支
援

や
、
避
難
所
支
援
な
ど
が
行
わ
れ
、

豪
雨
に
よ
る
人
的
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

― 

豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害 

―



（１）人的被害　なし
（２）建物被害
　　・床下浸水　70棟
　　・土砂崩れによる一部損壊　3棟
（３）交通状況
　　・国道・県道　　通行止め箇所全解除
　　・町道　路体、路側決壊等 全 21 箇所
　　・林道（調査中）路体決壊等 全 70 箇所
　　・鉄道　運行再開
　　・雪んこタクシー　運行再開
（４）農地・農業用施設（調査中）
　　・水田、畑地、水路　全 95箇所
（５）河川被害　12箇所
（６）避難者の状況　避難者総数 137 名
（７）ライフラインの状況
　　・水道、固定電話、電気　復旧済
　　・携帯電話　布沢地区に移動基地局を設置
（８）観光施設等被害（調査中）
　　・旅行村敷地内土砂流出等
　　・登山道等仮設橋梁流出 3 箇所
　　・登山道崩落　各所

◆豪雨による被害状況速報（７月２６日現在）

▲土砂が流れ込んだ水田 ▲道路が冠水した田中地区

▲流失した林道 ▲大雨のため叶津川が氾濫し流出した国道（叶津地区）
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今
回
の
大
雨
に
よ
り
、
建
物
で

は
床
下
浸
水
70
棟
、
土
砂
崩
れ
に

よ
る
家
屋
の
一
部
損
壊
３
棟
な
ど

多
く
の
被
害
を
受
け
、
町
道
や
林

道
な
ど
の
道
路
は
路
面
が
流
さ
れ

た
り
土
砂
が
流
出
し
た
り
と
大
き

な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
農
地
や
農
業
用
施
設
で

は
、
冠
水
や
土
砂
流
入
な
ど
が
発

生
し
、
ト
マ
ト
や
水
稲
な
ど
多
く

の
農
作
物
に
大
き
な
被
害
が
で
て

お
り
、
今
後
の
収
穫
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
は
断
水
や
停

電
、
電
話
の
不
通
に
よ
り
一
部
の

地
域
で
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
復
旧
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
固
定
及
び

携
帯
電
話
が
不
通
と
な
っ
た
布
沢

地
区
で
は
、
避
難
所
と
災
害
対
策

本
部
の
連
絡
に
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
無
線

が
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

観
光
施
設
で
も
旅
行
村
の
土
砂

流
出
や
登
山
道
の
崩
落
な
ど
の
被

害
が
発
生
し
、
観
光
客
な
ど
の
受

け
入
れ
に
影
響
が
で
て
い
ま
す
。

― 

大
き
な
被
害
を
受
け 

―

　

今
回
の
大
雨
の
影
響
に
よ
り
町

内
各
所
で
様
々
な
被
害
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
大
雨
が
降

る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
気
象
予

報
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
度
の
大
雨
で
被

災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ
、
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。



県
内
唯
一
の
常
設
コ
ー
ト「
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
コ
ー
ト
」が
オ
ー
プ
ン
！

県
内
唯
一
の
常
設
コ
ー
ト「
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
コ
ー
ト
」が
オ
ー
プ
ン
！

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
豊
か
な
緑
の
中
で
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

　

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
亀
岡
地
区
の

多
目
的
活
性
化
広
場
内（
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
前
）に
整
備
を
進
め
て
き
た「
ビ
ー
チ
バ
レ

ー
コ
ー
ト
」が
７
月
９
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
〝
海
の
な
い
山
間
部
で
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
〞と

い
う
特
色
を
持
つ
こ
の
コ
ー
ト
は
、県
内
唯
一

の
常
設
コ
ー
ト
で
あ
り
、ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
競
技
は
、今
年
の
愛
媛
国
体
か
ら
国
体

正
式
種
目
と
し
て
内
定
し
て
お
り
、２
０
２

０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
体
を
目
指
す

選
手
の
合
宿
の
他
、公
式
大
会
の
誘
致
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
コ
ー
ト
の
砂
は
、
只
見
川
の
滝
ダ

ム
上
流
に
堆
積
し
た
砂
を
活
用
す
る
こ
と

▲関係者によるテープカットでオープンしたコート（コートは
　４面、各面１６ｍ×８ｍの広さで公式戦にも対応）

▲オープンしたコートで熱戦を繰り広げる選手の皆さん

　

只
見
町
に
伝
わ
る
伝
統
技
術
の
継
承
と

地
域
の
資
源
や
農
産
物
を
使
っ
た
産
業
振

興
を
目
的
と
し
た「
自
然
首
都
・
只
見
」伝
承

産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
支
援
事
業
の
平
成
２８
年

度
成
果
発
表
会
が
７
月
５
日
、役
場
本
庁
で

行
わ
れ
事
業
者
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
は
、町
内
産
の
原
材
料
及

び
伝
統
的
な
技
術
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
要
件
を
満
た
し
た
商
品
が
認
定
を
受

け
、登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
発
表
会
で
は
、栗
の
花
か
ら
採
集

し
た「
は
ち
み
つ
」や
、ブ
ナ
な
ど
の
草
木
で

染
め
た「
只
見
の
彩
り
草
木
染
」な
ど
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。今
後
町
内
の
観
光
施
設
な

ど
の
売
店
で
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

７
月
５
日
、
朝
日
小
学
校
と
只
見
中
学

校
が
主
催
す
る
「
朝
日
地
区
地
域
合
同
防

災
訓
練
」が
行
わ
れ
、
同
小
中
学
校
や
黒
谷

（
町
、蓮
の
原
、沖
）・
上
福
井
地
区
の
方
々

約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
雨
に
よ
る
避
難
を
想
定
し
た
訓
練
で

は
、
午
前
７
時
50
分
の
只
見
中
へ
の
避
難

放
送
を
受
け
、
参
加
者
は
一
斉
に
自
宅
か

ら
避
難
を
開
始
し
、
避
難
す
る
際
に
は
中

学
生
が
避
難
場
所
へ
の
誘
導
を
行
い
ま
し

た
。避
難
完
了
後
は
南
会
津
広
域
消
防
署

只
見
出
張
所
や
町
赤
十
字
奉
仕
団
な
ど
の

協
力
の
も
と
、
各
会
場
で
防
災
教
育
学
習
、

炊
き
出
し
訓
練
、
防
災
グ
ッ
ズ
使
用
体
験
、

救
急
処
置
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
防
災
へ
の
知
識
を
高
め
ま
し
た
。

平
成
２８
年
度
の
成
果
を
発
表

平
成
２８
年
度
の
成
果
を
発
表

伝
承
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
支
援
事
業

▲消防署職員の方々から簡易担架の作成方法を学ぶ
　小中学生の皆さん

▲認証を受けた商品を手にする事業者の皆さんと
　橋本副町長（左から３番目）

朝
日
小
、只
見
中
、地
域
住
民
が
参
加

「
地
域
合
同
防
災
訓
練
」を
開
催

「
地
域
合
同
防
災
訓
練
」を
開
催

に
よ
り
、町
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
施
設

と
な
っ
て
お
り
、５
月
に
同
敷
地
内
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
と
の
相
乗
効

果
を
狙
い
ま
す
。

　

当
日
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、菅
家
町
長
が

「
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
と
共
に
賑
わ
い
創
出
の

拠
点
と
し
た
い
」と
挨
拶
し
、関
係
者
に
よ

る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。式

典
後
に
は
、元
ア
メ
リ
カ
代
表
の
セ
ッ
タ
ー
で

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の「
ヨ
ー

コ
・
ゼ
ッ
タ
ー
ラ
ン
ド
」さ
ん
の
ゲ
ス
ト
ト
ー

ク
や
、ビ
ー
チ
バ
レ
ー
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
８

名
の
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ

ッ
チ
が
行
わ
れ
、レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
に
会
場

か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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ふ
く
し
ま
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

ふ
く
し
ま
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

明
和
自
治
振
興
会
が「
金
賞
」を
受
賞

　

７
月
９
日
、県
主
催
の「
ふ
く
し
ま
地
方

創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
福
島
市
内
で
開
か
れ
、

只
見
町
の
明
和
自
治
振
興
会
が
移
住
ア
イ

デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
、11
団
体
の
中

か
ら
大
賞
の「
金
賞
」を
手
に
し
ま
し
た
。

　
「
Ｔ
．Ａ
．Ｂ
ａ
ｎ
k
の
家
」で
始
め
る
暮
ら

し
を
テ
ー
マ
に
、町
が
推
進
す
る
南
郷
ト
マ

ト
や
米
な
ど
の
新
規
就
農
者
を
募
り
、空
き

家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る
旧
旅
館
を
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
と
し
て
活
用
す
る「
仕
事
と
暮
ら

し
を
繋
ぐ
家
」と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
に
つ
い

て
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
大
竹
友
香
さ
ん

が
発
表
し
ま
し
た
。今
後
も
、空
き
家
の
利

活
用
に
関
わ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
28
日
、教
育
委
員
会
が
設
置
す
る

「
只
見
町
教
育
振
興
基
本
計
画
検
討
委
員

会
」の
第
１
回
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ

れ
は
町
の「
第
七
次
只
見
町
振
興
計
画
」に

基
づ
く
教
育
分
野
の
個
別
計
画「
只
見
町
教

育
振
興
基
本
計
画
」の
策
定
に
あ
た
り
、教

育
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

開
か
れ
る
も
の
で
す
。委
員
会
は
町
内
の
保

育
所
か
ら
中
学
校
ま
で
の
関
係
者
、社
会
教

育
委
員
、福
島
大
学
、県
立
博
物
館
や
一
般

公
募
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
委
員
へ
の
委
嘱
状
交
付
の

後
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
が
行
わ
れ
、計
画

に
盛
り
込
む
内
容
を
協
議
し
ま
し
た
。今
後

10
月
ま
で
に
計
画
を
ま
と
め
、来
年
度
か
ら

実
施
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

７
月
10
日
、「
第
２
回
只
見
町
立
小
学
校

の
在
り
方
検
討
懇
談
会
」が
朝
日
振
興
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、現
在
の
小
学
校
に
つ
い
て
思
っ
て

い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。少
人
数
で
の

学
校
に
つ
い
て
は
、「
学
力
差
へ
の
対
応
が
し
っ

か
り
で
き
る
が
多
様
な
考
え
方
に
触
れ
に
く

い
」「
人
間
関
係
が
親
密
に
な
り
や
す
い
」反

面
、「
固
定
さ
れ
た
関
係
に
な
り
や
す
い
」と
の

意
見
が
出
さ
れ
、学
校
と
地
域
に
つ
い
て
は
、

「
地
区
と
一
体
と
な
っ
て
育
て
ら
れ
て
い
る
」

「
集
落
に
人
が
少
な
く
な
り
行
事
の
継
続
が

心
配
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、今
年
度
中
に
意
見
を
集
約

し
、取
り
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　

７
月
11
日
、
南
会
津
広
域
消
防
署
只
見

出
張
所
の
方
々
を
講
師
に
迎
え
、「
応
急
手

当
講
習
会
」
が
朝
日
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
町
内
の
小
中
学
校
の
保
護
者
や
教

職
員
な
ど
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
夏
休
み
中
の
プ
ー
ル

で
の
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、万
一
の
児
童
・

生
徒
の
異
変
に
対
し
て
最
善
の
応
急
処
置

を
施
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
３
班
に
分
か
れ
て
実
技
講
習
を

実
施
し
、
只
見
出
張
所
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ

の
班
に
付
き
、
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
指
導

を
行
い
ま
し
た
。受
講
者
の
方
々
は
、応
急
処

置
の
基
本
を
身
に
つ
け
よ
う
と
全
員
が
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

「
検
討
委
員
会
」を
開
催

「
検
討
委
員
会
」を
開
催

町
の
教
育
振
興
基
本
計
画

「
第
２
回
在
り
方
検
討
会
」を
開
催

「
第
２
回
在
り
方
検
討
会
」を
開
催

町
の
小
学
校
の
未
来
を
考
え
る

プ
ー
ル
の
事
故
か
ら
子
ど
も
を
守
る

▲金賞を受賞した発表者の空家活用促進隊・大竹友香さん
　（左から３番目）

▲心臓マッサージの方法を学ぶ参加者の皆さん

▲委員長に明和小学校の渡部早苗校長が就任した
　検討委員会

▲意見を発表する委員の皆さん

「
応
急
手
当
講
習
会
」を
開
催

「
応
急
手
当
講
習
会
」を
開
催



「商品づくり・販路開拓セミナー」を開催
只見の資源を活かす

　７月５日、只者じゃないブランド推進委員会が主催す
る「商品づくり・販路開拓セミナー」が只見振興センタ
ーで開かれ、事業者約２０名が参加しました。
　セミナーでは、新商品の企画など全国で活躍するビ
ジネスプロデューサーの内田研一氏を講師に迎え、ブ
ランドとは「信用」であり「約束」を守り続けることと説
明され、他地域のブランド化事例を交えて講演されま
した。また、只見町が狙うべき方向性や素材から考え
る商品・サービスづくりの方法が伝えられ、参加者は今
後の商品づくりのために熱心に聞き入っていました。

　７月２２日、ドローンを活用し自分の職業能力などを
高め、新しい技術の普及を目指した「ドローン体験教室
（教育委員会主催）」が町下体育館で開かれ、小学生か
ら大人まで約２０名が参加しました。
　教室は、これまでドローンのパイロット約１００名を育
成してきた㈱スペースワンの協力により行われ、大・小２
種類のドローン操作の体験をしました。参加者はドロー
ンの操作だけではなく、スマートフォンと連動した空撮な
どを体験し、技術を磨くことができました。町でも既に災
害や捜索などで活用しており、今後自然調査などにも活
用していく予定です。

「ドローン体験教室」開催
最新技術の普及を目指す

▲ブランドは一貫性を守り、つくりあげていくことが重要と
説く内田研一氏

◀体育館内でドロ
ーンを操作する
参加者

▲外で行われたデモ飛行で参加者を空撮した写真

「亀岡トレーラーハウス祭り」開催
新しい催しで賑わう

　７月８日、朝日地域づくり委員会が主催する「亀岡トレ
ーラーハウス祭り」が亀岡多目的活性化広場内で開か
れ、縁日（まつり）とグランドゴルフ大会が行われました。ト
レーラーハウス前で催された縁日は、「綿あめ」や「おもち
ゃすくい」、「くじ引き」などが子どもたちの人気を集め、ト
レーラーハウスと共に賑わいを見せていました。
　また、サッカー場で行われたグランドゴルフ大会には約
５０名が参加し、熱戦を勝ち抜いた１～５位入賞者には
記念品が贈られました。

▶白熱したグ
ランドゴル
フ大会

◀おもちゃすくい
を楽しむ親子
連れの皆さん



皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
総合政策課 　　82ー5220　Fax 82ー2117  町の話題

▲下水処理場で水の循環を学ぶ只見小児童の皆さん

知事から感謝状
大倉中地納税貯蓄組合長に

　６月６日、福島県庁で開催された「第５１回福島県納税
貯蓄組合連合会定時総会」において、大倉中地納税貯蓄
組合長の飯塚信哉さんが納税功労者に決定し、知事から
感謝状が贈られました。飯塚さんは、１７年に渡り大倉中
地納税貯蓄組合長を務め、平成２７年度には南会津地方
振興局長からも納税功労者として感謝状を受賞しているこ
とから今回選ばれました。今後も、大倉中地納税貯蓄組合
長としての活躍が期待されます。

ノラサン「野草教室」開催
身近な野草の効能・調理方法を学ぶ

　７月８日、身近な野草で健康づくりを目指す団体ノラサン
が主催する「野草教室」が只見振興センターで開かれ、町
民１９名が参加しました。講師に日本の薬草の著者である
貝津好孝先生を迎え、野草の効能・調理方法などを学びま
した。町内の草むらや林道でツルニンジンやユキノシタなど
１６種類を採取し、酢の物や天ぷらなどに調理して試食し
ました。参加者からは「身近な野草で作った料理が思った
より食べやすく美味しかった」などの感想が聞かれました。

▲知事感謝状を手にする大倉中地納税貯蓄組合長の飯塚さん ▲食べられる野草の判別や効能、調理方法を伝える貝津先生
（左前）

国道252号六十里越雪わり街道
只見町と魚沼市で清掃ボランティア

　７月７日、只見町と新潟県魚沼市の「国道２５２号六十
里越雪わり街道を愛する会」主催の清掃ボランティアが
行われ、両市町から約９０名が参加しました。只見町の宮
渕から魚沼市の大白川間で行われた清掃は両側からス
タートし、道路沿いに捨てられたゴミを回収していき、アイ
ヨシの滝で合流しました。合流後は交流会が行われ、冷
汁やおにぎりなどが振る舞われ、参加者は懇親を深めて
いました。

各小学校で上下水道施設を見学
生活に欠かせない「水」の大切さを学ぶ

　７月、各小学校で水の大切さなどを学ぶ上下水道施
設見学教室が行われ、それぞれ最寄りの施設を見学し
ました。見学では、上水道施設で生活に必要な飲料水
の作り方を学び、下水処理施設では水をきれいにして
川に流す水の循環を学びました。また、朝日小学校では
リサイクルセンターで汚泥を資源としたコンポストの仕
組みなどを見学し、児童たちは環境への理解を深めまし
た。

▲景観を守るためにゴミを回収する参加者の皆さん



「奥羽越列藩同盟と加茂軍議」講演会
戊辰戦争の真実に迫る

　７月２３日、河井継之助と只見・加茂の深い関わりを伝える「奥
羽越列藩同盟と加茂軍議」講演会が只見振興センターで開催さ
れ、約１００名が来場しました。
　開催にあたり、主催者である加茂商工会議所の太田明会頭か
ら、戊辰戦争から１５０年目を来年迎えるにあたり、講演会を小千
谷市、会津若松市、米沢市に続き、今回只見町で開催した経過な
どが述べられました。
　講演では、長岡市河井継之助記念館の稲川明雄館長から、越
後における戊辰戦争の運命に深く関わった長岡藩士・河井継之助
の歴史や、西軍により一度は落城した長岡城を奪還しようと越後の
加茂に会津藩、米沢藩を始め奥羽越諸藩が集まり長岡城の奪還作戦を図った「加茂軍議」の意義などが説
明されました。只見町では河井継之助の終焉の地とされていますが、新潟県側の戊辰戦争の歴史などが紹介
され、来場者は戊辰戦争や河井継之助の歴史について理解を深めることができました。

ブナセンター講座
「雪を味方につけた植物たち」

自然観察会
「夏のブナ林で日本海
　　　  要素植物を観察しよう！」

只見町ブナセンター

　７月１５日、植物と雪との関係をテーマにしたブナセンタ
ー講座が同施設で開催され、２２名が参加しました。講師
は植物の分類や進化と多様性について研究する首都大学
東京・牧野標本館の加藤英寿氏で、雪が植物の生育に与
える影響や日本海側を中心に分布する植物（日本海要素
植物）と太平洋側に分布する対照種との形態的な違い、そ
して多雪環境に適応した植物の生理・生態などについて解説されました。ハイイヌガヤやエゾユズリハ、ユキツ
バキなど只見町では身近な植物が話題として取り上げられ、参加者は雪という只見町の最も特徴的な自然環
境と植物の関係について理解を深めることができました。

　７月１６日、日本海要素植物を観察する自然観察会
が「蒲生集落・あがりこの森（ただみ観察の森）」で開催
され、町内外から２３名が参加しました。このブナ林の
林床には、ユキツバキやエゾユズリハといった日本海要
素植物が生育しており、ユキツバキの地面をはうような
樹形、エゾユズリハの古い葉と新しい葉の色の違いなど
を観察しました。前出の講師である加藤氏やブナセン

ター職員から日本海要素植物の生態や生育環境、あがりこの森における自然資源利用の歴史などについて
説明を受け、参加者はブナ林の林床に生育する身近な日本海要素植物について学びました。

▲日本海要素植物の解説を受ける参加者

▲講師の加藤英寿氏と参加者

▲戊辰戦争の歴史を伝える稲川館長



皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
総合政策課 　　82ー5220　Fax 82ー2117  町の話題

自然首都で農業を始めてみませんか
新規就農者を応援します！！

１．トマトでの就農の流れ（相談～面接）

２．トマトでの就農の流れ（研修～就農）

３．新規就農の助成制度

お問合せ先／只見町役場　農林振興課　農政係　　　　　　　☎０２４１－８２－５２３０

　只見町では、新規就農者を積極的に支援しています。新規就農者が安心して農業の担い手になれるよう相談受
付や助成制度を整えています。Ｕ・Ｉターン、未経験でもＯＫ！ 是非お問合せ下さい。

◆就農相談
只見町の雪深い気候などを踏まえ、只見町で就農したいとい
う方は、まず下記お問い合わせ先までご連絡ください。
◆就農者面接
南郷トマトの生産組合やＪＡなどと面接を行い、受入が決定
したら次のとおりとなります。
　・南郷トマト生産組合で研修受入農家を選定します。
　・住居は、町で空き家を探し斡旋します。
　・冬期間の仕事についても、相談を受けます。

◆１年目／農業研修
・研修期間は４月から１０月頃まで。組合から紹介された農家
で南郷トマトづくりの研修を実施します。
・研修期間は研修費を助成します。
・研修期間中にトマト栽培用農地を斡旋します。

◆２年目／事業主として就農
１年間の研修でノウハウを学び、栽培用地や住居を確保して
２年目は本格的に事業主としてトマト栽培が始まります。
・春にパイプハウスや潅水施設を設置。（助成制度有）
・その後は、仲間と相談しながら目標に向かって頑張ります！

□パイプハウスや潅水設備などは、国・県の補助事
　業を活用しながら、ほぼ全額助成
□苗・肥料などの資材について７割助成
□借入れた農地代を５年間助成
□農業次世代人材投資事業（旧青年就農給付金）
□空き家（住居）の斡旋  　　…などなど

※年齢や同居親族、導入作物など条件があります。
詳しくは下記お問合せ先にご相談ください。

　福島県南会津農林事務所では日帰り～１週間程
度の農業体験プログラム「南会津ふるさとワークステ
イ事業」を実施しています。
　只見町でも実施できますので、まずはちょっとやっ
てみたいという方は、下記までお問い合わせください。

福島県南会津農林事務所企画部地域農林企画課
TEL：0241-62-5252　 FAX：0241-62-5256
E-mail：kikaku.af05@pref.fukushima.lg.jp



「脱水症に気を付けましょう！」
　只見町の皆様、初めまして。７月から９月までの３
ヶ月間、長野県から家庭医療を学びに朝日診療所
に参りました、関匡史と申します。平成２５年に自治
医大を卒業後、長野県の地域医療に携わる中で
福島県立医大の地域・家庭医療学講座とご縁が
あり、この様な機会を頂きました。長野県の南端に
位置する阿南町という地域の出身で、只見町と似
通った部分も多いことから、こちらでの医療とそれ
を取り巻く環境、地域の特色などを学び、長野県で
の地域医療に活かす所存でございます。何卒よろ
しくお願い致します。
　さて、今回は脱水症について紹介いたします。
◆脱水症になりやすい状況
　脱水症は予防が大切ですので、次のような状況
ではより一層注意しましょう。
・体調不良で食事量が減っている
・暑熱環境（冷房や換気のない部屋など）
・慢性の呼吸器疾患　
・小さな子ども、認知症や脳卒中の後遺症
　（のどが渇いたことを感じにくい、飲水行動がと
　れない etc.）

・糖尿病（多尿になるため）
◆脱水症の症状
　必ず出るわけではありませんが、大切なのは早め
に疑うことです。
・軽度／めまい・ふらつき、立ちくらみ、口渇感
・中等度／頭痛、吐き気、嘔吐、尿の減少
・重度／痙攣、意識がもうろうとする、幻覚、昏睡
◆脱水症かなと思ったら
・水分、電解質の補給
・涼しい場所で休養
　水やお茶だけを沢山飲むのは、かえって逆効果
なことも。発汗により塩分なども失われますので、ミ
ネラルも補いましょう。ＯＳ－１、アクアサポートなど
の経口補水液が市販されています。
◆豆知識
①脱水症により血液が濃くなる（ドロドロになる）
と、脳梗塞やエコノミークラス症候群に代表され
る血栓症を起こしやすくなります。
②入浴後、飲酒後、起床時（睡眠後）は、意外と水
分が不足します。
③心臓病や腎臓病の方は、水分や電解質の制限
が必要な場合がありますので、かかりつけ医にご
相談ください。

けいれん

地域おこし協力隊として
vol.33 橋本　拓馬

只見町観光振興協力隊
はしもと　　　   たくま

広報ただみ診療所 朝日診療所
研修医　関　匡史

せ き　　　 ま  さ  し

「只見町の言葉」
　「ニシャドッカラキタ？」
　……ん？今なんて言ったんだろう。分からなかっ
た。「どっからきた」は分かるが「にしゃ」ってなんだ
ろうと思った。他にも「シナダ」、「ゴセヤケル」、「ネッ
カサスケネ」など会話に方言が混じると分からなく
なる。同じ福島県（本宮市出身）でもこんなに違う
のかと感じた。しかし１年も経つとそれなりに分か
るようになってきたし自分でも方言を使うようにな
った。「休んでけやれ～」「う～ヤダ。めごくね」、「さす

けね～」など頻繁ではないが会話に出る。なかでも
只見弁で一番好きな方言は「クラッポ」だ。最初に
クラッポを聞いた時は会津っぽの親戚か何かだと
思った。ラーメン屋に違いない。しかし意味を聞い
たらカモシカだった。何でクラッポなのか。意味を聞
いたが忘れてしまった。しばらく気に入ってクラッポ
が頭からはなれなかった。こうして少しずつ方言を
覚え使うことが只見の人になった感じがしてうれし
い。２年後には只見の人に「にしゃ只見弁使いこな
してるな！」と言われるようになりたい。



只
見
町
文
化
財
調
査
委
員
会
議
長

飯
塚
　
恒
夫

只見学

と
っ
て
お
き
の
話
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明
治
・
大
正
時
代
の
只
見
地
方
は
、

蚕
糸
業
が
非
常
に
盛
ん
で
、
会
津
に

お
い
て
も
喜
多
方
に
次
ぐ
蚕
糸
業
の

先
進
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
は
「
南

光
社
」
を
設
立
し
、
只
見
地
方
の
製

糸
業
の
発
展
に
生
涯
を
か
け
た
菅
家

重
三
郎
の
先
見
的
な
実
践
と
活
躍
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
重
三
郎
は
、嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

父
喜
重
郎
、
母
と
め
の
長
男
と
し
て

只
見
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
に
父
が
死
亡
し
た
た
め
、

重
三
郎
は
十
九
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、

若
く
し
て
村
の
伍
長
・
用
係
を
拝
命
、

同
十
八
年
に
は
田
島
村
外
九
八
ヶ
村

連
合
会
議
員
に
当
選
し
、
郡
制
の
実

施
と
と
も
に
郡
会
議
員
と
な
っ
て
、

明
治
三
十
九
年
ま
で
努
め
、
地
方
自

治
に
も
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　
重
三
郎
が
育
っ
た
幕
末
期
か
ら
明

治
に
か
け
て
は
、
海
外
向
け
の
生
糸

価
格
が
高
騰
し
て
い
た
た
め
、
明
治

政
府
も
殖
産
興
業
の
主
要
部
門
と
し

て
蚕
糸
業
を
奨
励
し
て
い
ま
し
た
。

只
見
地
方
で
も
年
々
養
蚕
熱
が
高
ま

り
、
農
家
経
済
の
重
要
な
収
入
源
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
只
見
地
方
の
生
糸
は
、
座
繰

製
糸
が
主
で
あ
っ
た
た
め
品
質
が
悪

く
、
生
糸
の
販
売
で
は
地
方
商
人
に

買
い
た
た
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
重
三
郎
は
、
早
く
か
ら
こ
れ
ら
の
課

題
に
着
目
し
、
そ
の
改
善
の
必
要
性
を

痛
感
し
研
究
と
実
践
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
ず
飼
育
面
で
は
、
明
治
十
七
年
若

松
・
佐
藤
伝
平
氏
の
養
蚕
伝
習
所
に
学

び
、
さ
ら
に
伊
達
郡
梁
川
・
浅
井
徳
右

エ
門
・
石
井
市
左
エ
門
、
保
原
の
渡
部

源
兵
衛
の
諸
氏
を
訪
ね
、
飼
育
法
と
と

も
に
器
械
製
糸
の
視
察
も
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
は
村
の
養
蚕
家
と
と
も

に
実
践
し
、
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
明
治
十
八
年
、
南
会
津
勧
業
組
合

議
員
に
な
る
と
、
製
糸
改
良
の
た
め
に

郡
内
各
方
部
へ
生
糸
揚
返
し
場
の
設
置

を
提
案
し
議
決
さ
れ
ま
す
。
重
三
郎
は

率
先
し
て
実
践
に
う
つ
し
、
翌
十
九
年

に
は
、
自
分
の
所
有
地
に
共
同
揚
返
し

場
を
設
立
。
翌
二
十
年
に
は
、
水
車
に

よ
る
器
械
製
糸
場
（
五
人
取
）
を
導
入

し
、
教
婦
と
し
て
新
潟
県
北
魚
沼
郡
よ

い
ま
残
し
て
お
き
た
い
只
見
と
っ
て
お
き
の
話 

④

―
南
光
社
と
菅
家
重
三
郎
の
活
躍―

▲南光社生糸荷造所
　（南光社1階、右から2人目が菅家重三郎）

▲「南光社」を設立した
　菅家重三郎

▲南光社は写真中央の車庫付近にあった
　（只見字沖）

り
工
女
を
雇
入
れ
、
郡
内
初
の
器
械
製

糸
場
を
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
重
三
郎
は
地
方
商

人
と
の
軋
轢
を
覚
悟
し
て
販
売
の
課
題

に
取
り
組
み
ま
す
。
明
治
二
十
一
年
単

独
自
費
で
、
信
州
・
上
州
の
製
糸
場
を

は
じ
め
横
浜
の
取
引
状
況
を
視
察
し
、

構
想
を
固
め
て
帰
村
す
る
や
、
戸
長
の

長
谷
部
保
三
郎
を
は
じ
め
有
志
と
図

り
、
次
の
三
項
目
の
規
約
を
基
本
と
す

る
「
南
光
社
」
を
設
立
し
、社
長
と
な
っ

て
経
営
に
あ
た
り
ま
す
。

　
一
、
以
後
当
地
の
製
糸
は
器
械
製

糸
と
す
る
こ
と

　
二
、
生
糸
は
適
法
の
共
同
荷
造
り

と
す
る
こ
と

　
三
　
販
売
方
法
は
、
当
地
商
人
の

手
を
経
ず
横
浜
へ
直
接
搬
出

し
委
託
販
売
と
す
る
こ
と

　
南
光
社
は
、
こ
の
年
、
石
伏
に
水
車

の
製
糸
場
（
三
人
取
）
を
新
設
し
、

只
見
製
糸
場
は一五
人
取
り
に
増
設
し

て
発
足
さ
せ
、
生
産
し
た
生
糸
七
梱

り
を
初
め
て
横
浜
・
渋
沢
商
会
に
出

荷
し
ま
し
た
。
そ
の
価
格
は
「
地
方

売
リ
ヨ
リ
百
匁
ニ
付
一
円
以
上
ノ
商
値
ニ

売
却
セ
リ
」
と
、
目
論
見
ど
お
り
好

調
に
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
南
光
社
は
経
営
が
安
定

せ
ず
数
々
の
困
難
に
直
面
し
ま
す
。
し

か
し
、
重
三
郎
の
粘
り
強
い
努
力
と
指

導
力
に
よ
って
、
着
実
に
成
果
を
挙
げ
、

数
年
に
し
て
只
見
が
蚕
業
の
先
進
地
と

し
て
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。
こ
の
南
光
社
の
成
功
事

例
が
、
そ
の
後
各
村
に
製
糸
工
場
が

導
入
さ
れ
る
契
機
と
な
り
、
奥
会
津

地
方
の
蚕
業
振
興
に
大
き
く
貢
献
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
重
三
郎
は
、「
履
歴
書
付
記
」
に
「
南

光
社
ハ
絶
対
ニ
或
ル
個
人
ノ
利
益
ヲ
企
図

セ
ズ
、
地
方
農
家
一
般
ノ
利
益
ヲ
唯
一ノ

目
的
ト
シ
テ
組
織
」
し
た
と
記
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
南
光
社
の
理
想
と
し

た
協
同
組
合
的
な
理
念
が
根
底
に
あ

り
、
重
三
郎
の
先
進
性
と
只
見
人
の

持
つ
進
取
の
気
性
に
よ
っ
て
一
大
養

蚕
業
が
築
か
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ん
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

か
え
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

か
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
さ
ん

　
　
　
　
　
　
あ
つ
れ
き



只
見
短
歌
会

七
月
例
会

只
見
俳
句
会

目
黒
十
一　
　

指
導

町
民
文
芸

町
民
文
芸

信　

豪
雨
あ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
る
安
否

油
照
り
ス
マ
ホ
片
手
に
颯
爽
と

味
代
子

あ
じ
さ
い
の
雨
待
つ
気
配
風
を
見
る

梅
雨
冷
や
や
つ
れ
て
も
ど
る
逃
亡
犬

弘　

子

風
知
草
そ
よ
と
も
せ
ず
に
池
の
端

水
害
の
か
な
し
み
残
し
梅
雨
あ
け
ぬ

恒　

夫

体
験
の
子
等
に
蓑
笠
藷
を
挿
す

地
底
よ
り
吹
き
出
す
が
ご
と
梅
雨
出
水

礼　

縁
側
に
蕗
剥
く
は
は
と
話
す
ご
と

青
嵐
や
一
村
五
十
戸
ダ
ム
の
里

一　

穂

汗
止
め
の
手
拭
し
っ
か
り
葱
植
う
る

這
い
這
い
の
子
に
開
け
た
る
夏
座
敷

修　

一

夏
一
夜
ジ
ャ
ズ
の
調
べ
の
響
き
か
な

炎
天
下
飛
び
石
日
影
歩
み
行
く

敦　

子

降
り
続
く
豪
雨
の
畑
に
虫
の
声

雨
あ
が
り
畑
の
青
菜
の
生
え
揃
う吉　

児

山
揺
す
り
家
鳴
り
振
動
夏
嵐

夏
の
月
産
院
に
満
つ
呱
々
の
声

さ
ち
を

刈
草
に
足
を
取
ら
れ
る
暑
さ
か
な

蕗
の
葉
も
い
き
れ
萎
れ
る
休
耕
田

 

馬　

場　

八　

智

朝
茶
の
味
変
り
は
な
い
が
孫
の
電
話
声
聞
き
し
あ
と
尚
更
う
ま
し

 

小　

倉　

キ
ミ
子

雨
の
ま
ま
暮
れ
て
行
く
日
の
夕
飯
は
早
き
時
刻
に
密
や
か
に
済
む

 

古　

川　

英　

子

歌
会
終
へ
し
峡
の
列
車
の
窓
に
沿
ひ
今
を
盛
り
に
栗
の
花
咲
く

 

新　

国　

由
紀
子

突
然
の
伯
母
の
葬
儀
の
挨
拶
に
メ
モ
紙
歪
み
全
て
は
語
れ
ず

 
渡　

部　

ゆ
き
子

足
腰
の
痛
み
言
ひ
つ
つ
畑
の
辺
に
憩
ふ
友
ら
と
話
の
尽
き
ず

 

関　

谷　

登
美
子

車
窓
よ
り
眺
む
山
並
新
緑
の
眩
し
き
中
に
藤
も
真
盛
り

 

目　

黒　

富　

子

朝
々
に
植
え
田
見
廻
る
老
夫
は
浸
せ
し
指
で
水
温
を
み
る

 

渡　

部　

ヨ
リ
子

猛
暑
日
と
雨
降
り
続
く
天
候
に
草
の
丈
伸
び
畑
の
緑
映
ゆ

 

新　

国　

洋　

子

臥
せ
し
ま
ま
黙
し
て
見
上
ぐ
点
滴
の
ひ
と
粒
ひ
と
粒
が
わ
が
身
養
ふ

 

（
出
詠
順
）

六
月
詠
草



総務課　
　総務係　財政係
総合政策課　
　地域振興係　広報広聴係

町民生活課
　税　務　係
　町　民　係
保健福祉課
　保　健　係
　福　祉　係
農林振興課
　農政係　林政係
観光商工課
　観光係　商工係
環境整備課
　地域整備係
　生活環境係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所
（歯科） 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
明和振興センター 

 
今
月
の

お
知
ら
せ

In
fo

rm
a
tio

n
試
　
験

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人

保
健
施
設
等
を
運
営
す
る
社
会
福
祉

法
人
南
会
津
会
で
は
、
職
員
採
用
候
補

者
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
採
用
予
定
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

①
看
護
職
員 

３
名

　

②
介
護
職
員 

４
名

　

③
事 

務 

員 

１
名

●
採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
30
年
４
月
１
日

●
職
務
内
容

①
看
護
職
員
＝
診
療
の
補
助
、看
護
、

　

健
康
管
理
、保
健
衛
生
等
の
業
務

※

勤
務
は
交
替
制（
夜
勤
有
り
）

②
介
護
職
員
＝
利
用
者
の
食
事
・

　

入
浴
・
排
せ
つ
介
護
等
の
業
務

※

勤
務
は
交
替
制（
夜
勤
有
り
）

③
事
務
員
＝
事
務
に
関
す
る
業
務

●
受
験
資
格（
次
に
該
当
す
る
者
）

①
普
通
自
動
車
一
種
免
許
取
得
者

　

又
は
、平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

　
に
取
得
見
込
み
の
者

②【
看
護
職
員
・
介
護
職
員
】

　

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在

60
歳
未
満
の
者

　
【
事
務
員
】

　

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在

50
歳
未
満
の
者

③
次
の
資
格
を
有
す
る
者

・
看
護
職
員
は
、
保
健
師
助
産
師
看
護

師
法
に
定
め
る
看
護
師
免
許
又
は
准

看
護
師
免
許
の
取
得
者
（
看
護
師
養

成
施
設
又
は
准
看
護
師
養
成
施
設

を
平
成
30
年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る

資
格
取
得
見
込
者
を
含
む
。）

・
介
護
職
員
及
び
事
務
員
は
、
特
に
資

格
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

次
の
該
当
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
方

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
方

●
試
験
の
方
法
・
日
時
・
場
所

▽
１
次
試
験

　
一
般
教
養
試
験（
高
校
卒
程
度
）

　

日
時
／
９
月
17
日（
日
）

　

場
所
／
南
会
津
町
田
島
あ
た
ご
館

（
旧 

田
島
町
中
央
公
民
館
）

▽
２
次
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
）

　

作
文
試
験
・
面
接
試
験

　

期
日
／
10
月
22
日（
日
）

　

場
所
／
南
会
津
町
田
島
あ
た
ご
館

●
試
験
結
果
の
発
表　

　

１
次
試
験
の
結
果
は
、
10
月
上
旬
に

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

●
受
験
申
込
手
続
に
つ
い
て

　

当
法
人
の
施
設
な
ど
で
交
付
す
る
申

込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６

ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
本
人
の
写
真
を

貼
り
、受
験
資
格
を
確
認
す
る
た
め
、受

験
申
込
用
紙
に
資
格
を
証
す
る
免
許
証

な
ど
の
写
し
を
添
付
し
て
、
南
会
津
会

本
部
事
務
局
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

田
島
ホ
ー
ム
内
）に
提
出
し
て
下
さ
い
。

※

申
込
用
紙
は
、
南
会
津
会
の
本
部
事

務
所
ま
た
は
各
施
設
で
交
付
し
ま

す
。（
郵
送
に
よ
る
請
求
も
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。）

●
申
込
受
付
期
間

　

８
月
１
日（
火
）〜
25
日（
金
）

※

執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
。郵
便
に

よ
る
申
込
用
紙
提
出
は
、
８
月
23
日

（
水
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限

り
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
込
用
紙
の
交
付
先

▽
南
会
津
会
本
部
事
務
局
「
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
田
島
ホ
ー
ム
内
」

　
（
南
会
津
町
永
田
字
風
下
３―

１
）  

　

☎
０
２
４
１（
63
）１
１
１
８

▽
只
見
ホ
ー
ム

　
（
只
見
町
大
字
長
浜
字
久
保
田
１
）

　

☎
０
２
４
１（
84
）７
５
５
０

▽
あ
さ
く
さ
ホ
ー
ム

　
（
只
見
町
大
字
長
浜
字
久
保
田
11
）

　

☎
０
２
４
１（
84
）７
１
１
０

▽
こ
ぶ
し
苑

　
（
只
見
町
大
字
長
浜
字
唱
平
31
）

　

☎
０
２
４
１（
84
）２
１
０
１

●
問
合
せ
先

　

南
会
津
会
本
部
事
務
局

　

☎
０
２
４
１（
63
）１
１
１
８

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会

職
員
採
用
候
補
者
試
験

只
見
お
も
し
ろ
学
ク
イ
ズ

　

今
回
の
只
見
お
も
し
ろ
学
ク

イ
ズ
は
、今
月
の「
只
見
線
特
集
」

に
も
関
わ
る
問
題
で
す
。

（
問
題
）

　

只
見
線
の
小
出
か
ら
会
津
若

松
ま
で
全
線
開
通
し
た
年
は
い

つ
で
す
か
。

　

①
昭
和
43
年

　

②
昭
和
46
年

　

③
昭
和
49
年

（
答
え
は
27
ペ
ー
ジ
で
す
）

ブナりん

8
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
８
月
分
）

●
介
護
保
険
料（
２
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料（
１
期
）



　６月１日、県歯科医師会館（福島市）で表彰式が行われた「平成２９
年度福島県学校歯科保健優良校表彰」において、朝日小学校が優秀
賞、只見小学校・明和小学校・只見中学校が奨励賞をそれぞれ受賞し
ました。
　この表彰は、福島県教育委員会・県歯科医師会・福島民報社が主催
し、学校の保健歯科活動を通して児童・生徒の歯が健康に守られ、その
取り組みが認められた学校に贈るものです。
　町内全ての小中学校が受賞したのは今回で３年連続となり、日頃の
虫歯予防活動の取り組みが成果として表れました。

平成２９年度福島県学校歯科保健優良校表彰
町内全ての小・中学校が受賞！

　７月３０日、シモン旗・会津坂下剣友会長杯争奪「第５０回
記念全会津少年剣道大会」が会津坂下町の坂下南小学校体
育館で行われ、只見剣道スポーツ少年団が好成績を収めまし
た。結果は次のとおりです。

◆女子４年生以下の部（個人）準優勝　吉津知巴さん（４年）
◆女子団体２部  　　 優　勝　只見剣道スポ少
◆男子団体１部  　　 ３　位　只見剣道スポ少Ａ
◆女子団体1部  　　 ３　位　只見剣道スポ少

第５０回記念全会津少年剣道大会
只見剣道スポーツ少年団が活躍！

 １日 只見線シンポジウム（金山町）
 ３日 会津総合開発協議会役員会（会津若松市）、
  東邦銀行只見支店長歓送迎会（町内）
 ４日 ティーエヌアイ工業只見工場長就任挨拶、
  国道２８９号線建設期成同盟会会長・副会長会議（東京都）
 ５日 只見町土地改良区理事会・臨時総会、
  只見ユネスコエコパーク連絡調整会議、定例庁議
 ６日 南会津地方町村議会議員大会（下郷町）、
  電源開発㈱水力発電部長就任挨拶
 ９日 サンドバレーコートオープニングセレモニー式典（町内）
 １０日 福島県町村長交流会・中央研修会（～１１日東京都）
 １４日 政策調整会議、
  ＪＲ只見線利用促進事業只見線熱血対談会（町内）
 １５日 ＪＲ只見線利用促進事業「只見線のうた」発売記念ライブ

in只見（町内）
 １６日 会津鉄道㈱開業３０周年記念式典（南会津町）
 １８日 電源開発㈱東日本支店長来庁

 １９日 東北電力㈱副社長就任挨拶、
  只見高等学校海外短期留学出発報告式
 ２０日 国道２８９号線建設期成同盟会総会及び事業説明会（東

京都）
 ２１日 福島県企画調整部長表敬訪問、総合教育会議
 ２２日 からむしの織の里フェア（昭和村）
 ２４日 一級河川只見川河川整備促進期成同盟会による東北地

方整備局及び中央要望（仙台市、東京都）
 ２５日 福島県総務部長表敬訪問、政策調整会議
 ２６日 只見町議会７月会議
 ２７日 会津総合開発協議会本省庁等要望（東京都）
 ２８日 国道４０１号改良整備促進期成同盟会総会（東京都）
 ２９日 柏まつり（千葉県柏市）
 ３０日 沼ノ平総合学術調査 調査団委嘱状交付式及び懇親会

（町内）
 ３１日 阿賀川河川事務所長来庁、国道２８９号八十里越地点開

発促進期成同盟会総会及び事業概要説明会等（町内）

〈7月分〉

▲優秀賞の受賞で表彰式に出席した朝
日小学校の小林校長（右）、生徒代表６
年の三瓶創大（中）くん、養護教諭の清
水先生（左）

▲好成績を収めた只見剣道スポーツ少年団の
皆さん



町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

只見おもしろ学の
　　　答え合わせ!!

25ページクイズ答え
　　　　　　 だよ!!
詳しくはガイドブック
　Ｐ166～167をみてね♪

ブナりん

②昭和46年

あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

★その他にも図書室にはたくさんの本が置いてあります。
　リクエストも随時受付けていますので、ぜひご利用ください。

人　口　４，３３３（－　５）
　男　　２，１２９（－　３）
　女　　２，２０４（－　２）
世帯数　１，８６６（－　３）
高齢化率　　　　４５．３０％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入 3　　転出 6　　出生 ３　　死亡 5

（６月２６日～７月２５日届出分）敬称略

平成29年7月1日現在

▽
７
月
18
日
に
発
生
し
た
豪
雨
は
、６
年
前

の
新
潟
・
福
島
集
中
豪
雨
を
思
い
出
さ
せ
る

よ
う
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。１
時
間
の
雨

量
が
町
内
で
の
観
測
史
上
最
大
と
な
る
88
・

５
ミ
リ
を
記
録
し
、屋
根
に
叩
き
つ
け
る
強

い
雨
音
が
そ
の
雨
量
を
感
じ
さ
せ
、多
く
の

方
々
が
不
安
に
か
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
も
豪
雨
に
よ
る
災
害
は
、全
国
各
地
で

発
生
し
て
お
り
、「
い
つ
・
ど
こ
で
」起
こ
り
う

る
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
す
。只
見
町
も
平

成
23
年
か
ら
６
年
後
、今
回
の
記
録
的
な
大

雨
と
な
り
ま
し
た
。常
に
災
害
が
起
こ
る
こ

と
を
想
定
し
て
、防
災
グ
ッ
ズ
の
備
え
や
避

難
場
所
の
確
認
な
ど
を
行
う
必
要
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

（
三
瓶
）

只見振興センター
図書室☎82-2141

只見振興センター生涯学習推進員
浅野リサ

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
馬　場　正　毅 85歳 蒲　生
三　瓶　利　郎 91歳 叶　津
菅　家　サチ子 82歳 黒　谷

■お誕生おめでとうございます
吉　津　綾　世（男／ 明  ・誠　子）杉　沢
梁　取　夏　希（男／ 武  ・沙　希）大　倉
馬　場　七　羽（女／ 諒  ・あ　い）只　見
河原田　陽　翔（男／祐太・真　世）梁　取

あ や せ

な つ き

な な は

は る と

栃木県　田村　  健 ♡小沼あゆみ　只　見
只　見　伊藤　崇史♡若松　彩香　小　林

■ご結婚おめでとうございます

　ある冷たい風の吹く日、一人のおば
あさんが町外れにある『Life』という小
さなお店にやってきました。『Life』は、
お店と言ってもなにかを売っている普
通のお店とは違います…。
　冬の間このお店にたくさんの人が
訪れました。そして春になって、すてき

な奇跡が起こりました。人は誰かとのかかわりの中で生きているの
だ、ということを伝える感動の絵本。
　1 ページ、1 コマに温かい何かを感じずにはいられない作品で
す！

くすのきしげのり/著（瑞雲舎）

★思わず話したくなる究極のディズニー

★Ｌｉｆe ライフ

　人気ディズニーブロガー・みっこ
氏が、十数年にわたって東京ディズ
ニーランド・東京ディズニーシーに
通う中で見つけた、思わず誰かに話
したくなる面白いこだわりをたっぷり
紹介。
　アトラクションに乗ったり、パレー
ドやショーを観たり、ショッピングを
したり、そんな王道の楽しみ方もい

いですが、パークのなにげない風景を眺めるだけでも楽しくな
る、そんな新しい楽しみ方をご提案！ディズニーが苦手な人でも
興味がわいてくる、そしてディズニーが好きな人はもっと大好き
になる一冊です。

みっこ/著（KKベストセラーズ）



TEL 0241（72）8355TEL 0241（72）8355

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

■ 発行／只見町　〒968-0498  福島県南会津郡只見町大字只見字雨堤1039
■ 編集／総合政策課広報広聴係　http://www.tadami.gr.jp/　 0241（82）5220

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

Vol.88

只見ユネスコエコパーク関連事業・只見自然環境基礎調査報告
「只見の湿原－その生態と歴史」
期　間：７月29日（土）～11月20日（月） 
場　所：ただみ・ブナと川のミュージアム　２階ギャラリー

企画展示

［タカ目 タカ科］

（学名：　　 　　　   ）

▲電線にとまるサシバ

詳しくは、
只見町ブナセンター
までお問い合わせ

ください

サシバ Butastur indicus  

　この時期、山間から「ピックイー　ピックイー」と明瞭な鳴き声が聞こえてきます。この声の
主は、サシバです。サシバは、只見町では夏鳥で、４月に東南アジアやインドネシアから渡って
来て、繁殖をし、８月下旬にはまた南へと渡っていきます。毎年、同じ個体がだいたい同じ場
所に戻ってくることが知られています。鳴き声は、渡来直後の４月頃にもよく聞こえますが、ヒ
ナが巣立ち渡りの前の７月下旬から８月にかけてもよく聞くことができます。
　サシバは、カラスと同じかひとまわり小さいくらいの鳥ですが、トカゲやカエル、ネズミなど
小動物を捕食する猛禽類の１種です。採食場所となる水田や耕地などの開けた環境と山麓と
の境目付近を好み、営巣することが知られています。他の猛禽類との識別特徴は、基部が黄
色く先が黒いくちばし、頭部から上面にかけて灰褐色の羽色、胸の褐色の横縞、そして大きさ
です。飛翔時は、下面が白っぽく見え、白いのどに黒の縦線が入っているのがよく見えます。
　只見町ではよく見かける鳥ですが、環境省レッドリストの絶滅危惧Ⅱ類に指定されており、
福島県でも準絶滅危惧種となっています。これは、サシバが好むような里山環境が全国的に
減少していることによります。

Vol.88


